
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ストッパの役目を果すボデー部及び当該ボデー部に連続して設けられるものであって取
付部材への装着に寄与する係合部からなるクッションにおいて、上記係合部とボデー部と
の間を連結するものであって変形し易いように形成された連結部を設ける

ようにし
たことを特徴とするクッション。
【請求項２】
　請求項１記載のクッションにおいて、上記連結部を板状の形態からなるようにするとと
もに、当該板状の連結部に所定の弾性復元力をもたせるようにしたことを特徴とするクッ
ション。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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とともに、上記
係合部にすぐり溝を設け、更に、当該すぐり溝を上記係合部のボデー部にのぞむ面から係
合部の軸線方向に平行なように設けるとともに、上記係合部の横断面形において、上記す
ぐり溝を横断するように形成されるものであって上記連結部に直交するように形成される
薄膜部を設けるようにし、このような構成からなるものにおいて、上記係合部のボデー部
側に面したところに、ボデー部側に突出するように形成されるものであって取付部材に設
けられた取付穴に嵌り込むように形成された嵌合部を設けるとともに、当該嵌合部の外周
部のところに上記取付穴の外周部に係合するように形成された係合面部を設ける



本発明は、ドアあるいはリッド等に設けられるものであって、これらドアあるいはリッド
等の閉時に、当該ドア等に入力する衝撃力（荷重）を緩和させるように機能するクッショ
ンに関するものであり、特に、その装着性（組付性）に優れているとともに、一旦組付け
られた後は脱落等の問題の生ずることのないようにしたクッションに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のこれらのクッションは、例えば図６に示す如く、円錐台状の形態からなるものであ
って衝撃吸収機能を有するボデー部１０と、当該円錐台状ボデー部１０の底面部１１０に
設けられるものであって円環状の形態からなるとともにテーパ面からなる挿入部３０を有
する係合部２０と、からなるものである。そして、これらがゴム部材等にて一体的に形成
されるようになっているものである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、このような構成からなるクッションを所定の取付部材９０（図６参照）等に取
付けようとすると、上記挿入部３０がゴム部材からなるものであるので取付部材９０との
間において滑り性が良くなく、これに対処するために潤滑材を塗布したりしている。しか
しながら、それでも装着性（組付性）が充分ではないと言う問題点がある。この装着性（
組付性）の問題点を解決するために取付部材９０側の取付穴の径を大きくしたりしている
場合がある。しかしながら、この装着性を優先させようとすると、装着された後（組付け
られた後）において、ボデー部１０のところに軸直角方向の荷重（力）が加わった場合に
クッション自体がこじり上げられて脱落してしまうと言う問題点がある。このような問題
点を解決するために、係合部を形成する挿入部のところにすぐり溝を設けること等によっ
て、装着性に優れているとともに一旦装着された後は簡単には取付穴から外れないように
したクッションを提供しようとするのが、本発明の目的（課題）である。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明においては、次のような手段を講ずることとした。
すなわち、請求項１記載の発明においては、ストッパの役目を果すボデー部及び当該ボデ
ー部に連続して設けられるものであって取付部材への装着に寄与する係合部からなるクッ
ションに関して、上記係合部とボデー部との間を連結するものであって変形し易いように
形成された連結部を設ける

ようにした。このような構成を採ることにより、
本発明のものにおいては、上記係合部のところが取付部材の取付穴に取付けられると、上
記ボデー部のところに軸直角方向の荷重等が入力した場合、上記連結部のところが変形を
してボデー部の側面部が取付部材の取付面周りに接触するようになる。従って、上記係合
部のところには、これ以上の荷重（力）が加わらないようになる。その結果、係合部は取
付部材の取付穴周りに係合した状態で保持されるようになり、取付部材から脱落するよう
なことが無い。
【０００５】
　 本発明においては、
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とともに、上記係合部にすぐり溝を設け、更に、当該すぐり溝
を上記係合部のボデー部にのぞむ面から係合部の軸線方向に平行なように設けるとともに
、上記係合部の横断面形において、上記すぐり溝を横断するように形成されるものであっ
て上記連結部に直交するように形成される薄膜部を設けるようにし、このような構成から
なるものにおいて、更に、上記係合部のボデー部側に面したところに、ボデー部側に突出
するように形成されるものであって取付部材に設けられた取付穴に嵌り込むように形成さ
れた嵌合部を設けるとともに、当該嵌合部の外周部のところに上記取付穴の外周部に係合
するように形成された係合面部を設ける

また、 上記係合部のところにすぐり溝を設けるとともに、当該すぐ
り溝を上記係合部のボデー部にのぞむ面から係合部の軸線方向に平行なように設けるよう
にした構成を採ることとしたので、装着時には上記係合部のところがすぐり溝の影響によ
り縮径されるようになり、装着作業を円滑に行うことができるようになる。そして、一旦
装着された後は、上記係合部のところが元の状態に戻って拡がった形態となるので、本ク



【０００６】
　 本発明においては、

【０００７】
　 本発明においては、

【０００８】
　次に、請求項 記載の発明について説明する。このものも、その基本的な点は上記請求
項１記載のものと同じである。すなわち、本発明においては、請求項１記載のクッション
に関して、

【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態について、図１ないし図５を基に説明する。本実施の形態に関するも
のの、その構成は、図１及び図３に示す如く、ストッパの役目を果すボデー部１と、当該
ボデー部１に連続して設けられるものであって取付部材９への装着に寄与する係合部２と
、からなるとともに、当該係合部２とボデー部１との間を連結するものであって、撓み易
く、かつ、伸び易いように形成された連結部３と、からなることを基本とするものである
。そして、これらがゴム状弾性体にて一体的に形成されるようになっているものである。
【００１０】
このような基本構成から成るものにおいて、上記ボデー部１は、多くの場合は、円錐台状
の形態からなるものであるが、場合によっては円柱状体、あるいは変形四角錐台等の形態
からなるものも考えられる。そして、このような形態からなるものにおいて、本ボデー部
１の底面部１１に近いところには、図１及び図３に示す如く、円周溝１５が設けられるよ
うになっている。これによって、底面部１１付近には円環状のフランジ部１２が形成され
るようになる。そして、このフランジ部１２の下方部であって底面部１１の外周部を成す
ところには、図１及び図３に示す如く、底面部１１の全周にわたってリング状の突起部１
２１が設けられるようになっている。このリング状突起部１２１及び上記円周溝１５の作
用により、フランジ部１２は、ボデー部１の軸線方向へ撓み易くなるとともに、その方向
にバネ反力を発揮するようになる。
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ッションは簡単には取付穴から脱落しないようになる。

また、 上記係合部の横断面形において、上記すぐり溝を横断するよ
うに形成されるものであって上記連結部に直交するように形成される薄膜部を設けるよう
にした構成を採ることとしたので、上記ボデー部への軸直角方向荷重入力時において、薄
膜部のところが、上記連結部の変形現象に対して、それを元の状態に戻すように作用する
復元力を発揮するようになり、ボデー部の倒れ現象を元の状態に戻すことができるように
なる。

また、 上記係合部のボデー部側に面したところに、ボデー部側に突
出するように形成されるものであって取付部材に設けられた取付穴に嵌り込むように形成
された嵌合部を設けるとともに、当該嵌合部の外周部のところに上記取付穴の外周部に係
合するように形成された係合面部を設けるようにした構成を採ることとした。このような
構成を採ることにより、本発明のものにおいては、すぐり溝によってもたらされる係合部
の縮径作用により、取付部材への取付作業が円滑に行われるようになる。そして、一旦取
り付けられた後は、例えば軸直角方向の荷重入力等に対して、所定の接触面積を有するよ
うに形成された係合面部が上記取付穴の周りに係合し続けることとなるので、係合部の係
合状態が確実に保持されるようになる。その結果、本クッションは取付部材からは簡単に
外れたりするようなことが無い。

２

上記連結部を板状の形態からなるようにするとともに、当該板状の連結部に所
定の弾性復元力をもたせるようにした構成を採ることとした。このような構成を採ること
により、本発明のものにおいては、上記請求項１記載のものと同様、すぐり溝の作用によ
り係合部全体が縮径されるようになり、これによって、取付部材に設けられた取付穴への
装着が簡単に行われるようになる。そして、一旦取付けられた後は、上記連結部が変形を
することによってボデー部の一部が取付部材のところに接触して、これ以上係合部のとこ
ろには当該係合部を取付穴から脱落させるような荷重が加わらないようになる。また、こ
のような状態において、軸直角方向荷重が除去された後には、復元力の作用によりボデー
部は元の状態に戻り、正常なクッション作用を発揮するようになる。



【００１１】
次に、このような構成からなるボデー部１の底面部１１に対して連結部３を介して直立状
に設けられる係合部２について説明する。このものの、その基本的な形態は、図１及び図
３に示す如く、円錐台状あるいはコーン状の形態からなるものであって、先端部に向かっ
て先細り状に形成されたテーパ面からなる導入部２９が設けられるようになっているもの
である。このような形態からなるものにおいて、本実施の形態のものにおいては、図１に
示す如く、すぐり溝２１が複数本、本係合部２の軸線方向に平行なように設けられるよう
になっているものである。なお、このすぐり溝２１は、その縦方向（軸線方向）において
は、ボデー部１の底面部１１側へは開口するようになっているが、その反対側である下方
部については、図１に示す如く、導入部２９の途中のところで止められ、最先端部までは
削ぐられないようになっているものである。また、本すぐり溝２１は、図２に示す如く、
その横断面形において、相対向するように、対称形を成すように設けられるようになって
いるものである。そして、このようなすぐり溝２１のうちの相対向するものの間に形成さ
れる肉厚部の部分を薄肉状に形成するとともに、この薄肉状に形成される薄膜部２２を、
後に述べる連結部３の側面部に直角状に連結させるようにしている。このような薄膜部２
２を設けることによって上記すぐり溝２１の側面部に形成される縦壁部（図１参照）２４
の倒れ現象あるいは拡がり現象を上記薄膜部２２の伸び変形に対する弾性抵抗力によって
抑止するようにしているものである。
【００１２】
また、このような構成からなる本係合部２の上記ボデー部１の底面部１１に面する側には
、図１及び図３に示す如く、上記底面部１１側に突出するように形成されるものであって
、取付部材９に設けられた取付穴９１に嵌り込むように形成された（図２参照）嵌合部２
５が設けられるようになっているものである。そして、このような嵌合部２５の周縁部の
ところには、図１及び図２に示す如く、円弧状の形態からなるものであって所定の幅を有
するように形成された係合面部２６が設けられるようになっている。このような係合面部
２６及び連結部３の長手方向両端部に形成された係合面部２６’並びに上記ボデー部１の
底面部１１側に設けられた円環状の突起部１２１にて、本クッションが取付部材９の取付
穴９１に取り付けられたときに、上記取付穴９１の周りの取付部材９を挟み込むように保
持するようになっているものである。
【００１３】
このような構成からなるボデー部１と係合部２との間を連結する連結部３は板状の形態か
らなるものであり、その横断面形状は、図２に示すように、長方形の形態からなるもので
ある。また、このような連結部３は、一方がボデー部１の底面部１１の中央部のところに
直立状に結合されるとともに、他方は係合部２の中央部のところに直立状に結合されるよ
うになっているものである。そして、このような連結部３の横断面形における長手方向両
端部のところには、図２に示す如く、係合部２に設けられた円弧状の係合面部２６と同じ
円周上に形成される係合面部２６’が設けられるようになっている。また、本連結部３の
長手方向側面部には本連結部３に沿うようにすぐり溝２１が設けられるようになっている
ものである（図２参照）。そして、このようなすぐり溝２１のうちの相対向するように設
けられるものの溝底辺部間に形成される薄膜部２２は、図２に示す如く、本連結部３の横
断面形における長手方向側面部に直交するように設けられるようになっているものである
。すなわち、連結部３と薄膜部２２とは、横断面形において直交するように形成されるよ
うになっているものである。
【００１４】
次に、このような構成からなる本実施の形態のものについての、取付部材９への装着（取
付け）手順並びに取付けられた後における軸直角方向荷重の入力時における作用等につい
て説明する。まず、本クッションの装着に当たっては、係合部２の導入部２９のところを
取付穴９１に挿入するとともに、本クッションのボデー部１をもって取付部材９側へ押し
付けるようにする。そうすると、係合部２に設けられたすぐり溝２１のところ、すなわち
、薄膜部２２のところが撓んで係合部２全体が縮径されるようになり、上記導入部２９の
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ところが取付穴９１内に円滑に導入されるようになる。また、ボデー部１の上方部からの
押込力に対して、上記フランジ部１２の上方部に設けられた円周溝１５の作用により、上
記フランジ部１２の外周部のところが上方に撓むようになる。これらによって、係合部２
及び連結部３が取付穴９１内へ更に深く押込まれることとなる。その結果、上記係合部２
のところは取付穴９１内に、比較的容易に嵌り込むようになり、本クッションは取付部材
９に簡単に取り付けられるようになる。そして、このようにして一旦装着された（取付け
られた）後は、上記ボデー部１のところに軸直角方向の荷重あるいは斜め方向の荷重等が
作用したとしても、本クッションは、上記係合部２の係合面部２６が取付穴９１周りに係
合して、取付穴９１から外れないようになる。
【００１５】
その具体的例について、図４及び図５を基に説明する。まず、図４に示す如く、横断面形
状が長方形の形態からなる板状の連結部３の、その横断面形における長手方向側面部に直
角な方向からの荷重（力）Ｆが入力した場合について説明する。この場合、連結部３は撓
み易い状態となっているので、連結部３はほぼ直角の状態に撓み変形をする。これによっ
て、ボデー部１の底面部１１側に設けられたフランジ部１２の外周部の一部が取付部材９
の面に接触するようになり、上記連結部３は、これ以上撓まないようになる。従って、係
合部２に設けられた係合面部２６、２６’は取付穴９１の周りに形成された取付面のとこ
ろに係合した状態を維持することとなる。その結果、本係合部２のところが取付穴９１か
ら外れてしまうようなことが無い。また、軸直角方向荷重（Ｆ）の作用により、連結部３
が撓み、これによって係合部２に設けられたすぐり溝２１周りの縦壁部２４のところには
、この縦壁部２４と上記連結部３との間を拡げるように作用する力が働くこととなるが、
これらの間には薄膜部２２が設けられていることより、この薄膜部２２のところが、上記
作用力に対して抵抗をするように働くこととなるので、上記すぐり溝２１の縦方向底面部
である導入部２９の周りが反転するようなことがない（図４参照）。従って、上記軸直角
方向荷重に対して、すぐり溝２１の周りに設けられる縦壁部２４のところが取付穴９１内
に引き込まれるようなことが無い。その結果、係合面部２６の部分は、取付穴９１の周り
の面に確実に係合するようになる。
【００１６】
また、図５に示す如く、軸直角方向荷重（Ｆ）が上記連結部３の長手方向に沿うように作
用する場合には、連結部３の横断面形における長手方向端部の一方側が伸びるように変形
をする。これによって、ボデー部１の下方部に形成されたフランジ部１２の外周部が取付
穴９１周りの取付部材９のところに接触して、これ以上、上記連結部３は変形をしないよ
うになる。但し、このとき、連結部３の横断面形における長手方向両端部のところに形成
された係合面部２６’のうちの伸び側に形成されるものは取付穴９１の取付面のところか
ら外れてしまうようになる。しかしながら、この連結部３の長手方向の両側面部側に形成
される円弧状の係合面部２６（図２参照）は、取付穴９１の端面に係合した状態を維持す
るようになる（図５参照）。このようにして、ボデー部１への軸直角方向荷重（力）Ｆの
入力に対して、本クッションの係合部２は、確実に取付穴９１の周りに係合するようにな
る。
【００１７】
【発明の効果】
本発明によれば、ストッパの役目を果すボデー部及び当該ボデー部に連続して設けられる
ものであって取付部材への装着に寄与する係合部からなるクッションに関して、全体をゴ
ム状弾性体にて形成させるとともに、上記係合部とボデー部との間を連結するものであっ
て変形し易いように形成された連結部を設け、更に、上記係合部を円錐台状の形態からな
るようにするとともに、その軸線方向に複数のすぐり溝を有するようにした構成を採るこ
ととしたので、本クッションの取付部材への装着に当たっては上記係合部のところが上記
すぐり溝の作用により縮径されるようになり、取付作業が円滑に行われるようになった。
また、このようにして一旦装着された後は、軸直角方向等の荷重入力に対して、上記連結
部のところが変形をしてボデー部の側面部が取付部材の取付面周りに接触するようになり
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、上記係合部のところには、これ以上の荷重（力）が加わらないようになり、係合部は取
付部材の取付穴周りに係合した状態で保持されるようになった。その結果、取付部材から
脱落するようなことが無くなった。
【００１８】
また、上記連結部を板状の形態からなるようにするとともに、本クッションの横断面形に
おいて上記すぐり溝を横断するように形成されるものであって上記連結部の長手方向に対
して直交するように形成される薄膜部を設けるようにしたものにおいては、当該薄膜部の
ところを弾性変形させることによって係合部全体を縮径させることができるようになり、
取付部材への装着が簡単に行われるようになるとともに、一旦装着された後は、上記薄膜
部のところがその伸び抵抗によって上記すぐり溝の周りに形成される縦壁部のところの倒
れを抑止するように作用するようになり、係合部全体は上記取付穴の周りに係合した状態
を維持するようになった。その結果、上記軸直角方向の荷重入力に対して、上記係合部は
簡単には外れないようになった。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の全体構成を示す半断面図及び外観図である。
【図２】本発明の主要部を成す係合部の全体構成を示すものであって図１のＡＡ断面図で
ある。
【図３】本発明の全体構成を示す半断面図及び外観図であって図１に対して直角方向の面
を示す図である。
【図４】本発明にかかるクッションに軸直角方向の荷重が入力した状態を示す一部断面図
である。
【図５】本発明にかかるクッションに軸直角方向の荷重が入力した状態を示すものであっ
て図４に対して直角方向の面に荷重が入力した場合を示す一部断面図である。
【図６】従来のものの全体構成を示す縦断面図である。
【符号の説明】
１　ボデー部
１１　底面部
１２　フランジ部
１２１　突起部
１５　円周溝
２　係合部
２１  すぐり溝
２２　薄膜部
２４  縦壁部
２５　嵌合部
２６　係合面部
２６’　係合面部
２９　導入部
３　連結部
９　取付部材
９１　取付穴
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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